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連結通期決算概要

(単位：億円、％)

03年度 04年度 0５年度

上期 下期 通期 上期 下期 通期

126 250

62

75.2%

33

35

28

31

75.4%

17

19

12

124

31

75.0%

16

17

16

上期 下期 通期

売上高 82 118 200 169 161 330

売上総利益 15 22 37 42 40 82

（原価率） 82.1% 81.4% 81.8% 75.2% 75.2% 75.2%

営業利益 2 9 11 27 25 52

経常利益 3 10 13 27 25 52

当期純利益
(税引後)

1 △ 10 △9 39 14 53
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05年度通期見通しについて

①受注、売上ともに高水準確保見込。
②新生産体制稼動による利益率向上を見込むも
　 R&D投資の拡大のため経常利益は上期並みとなる
見込み。

③新生産体制の再構築に伴う除却損等 特別損失
　 残約2億円計上予定。 （下期）

05年上期実績について

①堅調な市況に支えられ+36％の増収　　
（対前中間期）
②操業度ｱｯﾌﾟ、効率化、ｺｽﾄﾀﾞｳﾝの効果も　
あり、原材料の値上りを吸収、増益確保。
③生産体制の再構築に伴い特別利益 25億
円計上（信州工場の土地一部譲渡）、
除却損等 特別損失5億円計上。
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売上高売上高 利益利益
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IT 自動車関連 その他

業種別売上高推移：自動車向け等の売上が堅調

業種別売上高・半期ベース業種別売上高・半期ベース

77
87 82

118
124 126

169 161

　①　自動車向けは引き続き高水準

　　　（高性能・環境対応）

　②　ＩＴ向けは05年上期より回復傾向
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機種別売上高予想
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専用機その他の事業 14 20 21 19 22 20

転造盤その他 8 9 10 12 13 11

マシニングセンタ 7 10 8 8 12 10

研削盤 11 10 13 18 25 25

自動旋盤 42 69 73 69 97 95

03上 03下 04上 04下 05上 05下
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10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

ヨーロッパ 3 1 4 5 3 

米国 4 9 9 10 12 

アジア 16 36 30 28 55 

国内 58 72 81 83 99 161 

輸出比率 28.7% 39.1% 34.7% 34.0% 41.6%

03上 03下 04上 04下 05上 05下

地域別売上高予想

国内
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83
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海外
43
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161

－
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受注状況
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① 受注状況は引き続き堅調

② 自動車向けは依然高水準　IT向け受注も回復傾向

① 受注状況は引き続き堅調

② 自動車向けは依然高水準　IT向け受注も回復傾向

受　注受　注 受注残受注残
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連結貸借対照表

　 　

　

０５／９

　

０５／９

流動資産 １８５ ２０５ ２６１ 流動負債 ６３ ７６ １１８

　　現預金 ３０ ４２ ４６ 　　支払手形・買掛金 ５３ ６５ ９６

　　受取手形・売掛金 １０６ １０５ １３３ 　　短期借入金 　　　－ 　　　－ 　　　－

　　たな卸資産 ４９ ５８ ７４ 　　その他 １０ １１ ２２

固定資産 ６９ ７０ ９０ 固定負債 ９ ９ １１

　　有形固定資産 ５０ ４８ ６２ 負債合計 ７１ ８６ １２９

　　投資その他 １９ ２２ ２８ 資本金・資本剰余金 ２０４ ２１６ ２５５

　 　 　 　 自己株式 △ ２２ △ ２６ △ ３３

　 　 　 　 資本合計 １８３ １９０ ２２２

資産合計 ２５４ ２７５ ３５１ 負債・資本合計 ２５４ ２７５ ３５１

０４／９ ０５／３０４／９ ０５／３

(単位：億円)

3.1ヶ月

2.8ヶ月

5.8ヶ月

０５／３

3.1ヶ月

5.9ヶ月

6.2ヶ月

０３／３

2.2ヶ月

5.2ヶ月

6.6ヶ月

０３／９

3.3ヶ月

3.3ヶ月

7.1ヶ月

０４／３

支払債務回転期間

たな卸資産回転期間

売上債権回転期間

０５／９０４／９

3.4ヶ月2.6ヶ月

2.6ヶ月2.4ヶ月

5.5ヶ月5.8ヶ月

主要a/c 回転期間

注）回転期間分析は期末残高方式による
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連結キャッシュ・フロー

(単位：億円)

（注1）内 税前利益 16.7億円
（注2）内 自己株式取得 △9.9億円
（注3）内 税前利益 　 　47.0億円
（注4）内　設備投資　 　△17.6億円 (建設仮勘定 16.3億円) 中国子会社投資 △1.6億円
　　　　 信州土地売却 　19.8億円(留保金4.9億円)
（注5）内 自己株式取得 △6.3億円　 配当金支払 △2.3億円

　 ０４／９ ０５／９ 前年同期比

営業活動によるキャッシュ・フロー （注1） 20.2 

△ 2.8

（注2） △ 9.9

預金等期首残高 22.0 41.1 19.1

29.6

(注3)  　　　12.7 △　7.5

投資活動によるキャッシュ・フロー (注4) 0.7 3.5

財務活動によるキャッシュ・フロー (注5) △ 8.7 　1.2

預金等期末残高 45.9 16.3

10



連結財務主要指標（期末残高ベース）

（注） [参 考](単位：円)

　 ０４／３ ０５／３ ０６／３見込 ０５／９

一株当り当期純資産（BPS) 198.6 213.3 262.9

304.6

59.2

68.4

66.6%

15.0%

22.5%

249.8

〃 除く自己株式 213.3 243.4 289.4

一株当り当期純利益(EPS)　　
　　　　
－

31.5 43.1

〃 除く自己株式
　　　　
－

35.9 49.7

自己資本比率 70.6% 68.9% 63.3%

総資本当期純利益率（ROA） △ 3.7% 10.8% 12.3%

株主資本当期純利益率（ROE） △ 5.2% 15. 5% 18.8%

（注）06/3見込値は、総資産及び自己株式を05/9末水準と仮定して算出。
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20052005年３月期決算概要並びに年３月期決算概要並びに　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通期の通期の見通し見通し

ツガミ・グループの今後の事業展開ツガミ・グループの今後の事業展開
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中期経営重点課題

　　

　　 １．成長分野を狙った新製品の投入１．成長分野を狙った新製品の投入

２．成長地域に適合した市場戦略２．成長地域に適合した市場戦略

　　　　 ３．高効率の生産体制の確立３．高効率の生産体制の確立
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新製品

VLA4, R17NC

自動旋盤

研削盤

ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ他

（億円）

（億円）
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米国 •販売促進活動強化中(拠点拡充、セー
ルススタッフの増強)

•現地代理店へ３０％弱の資本参加

（役員を派遣）

•情報面も含め紐帯強化。

中国 •現地代理店３社による販売。各社と
もセールス・サービススタッフを
増強。

•タレット旋盤等新製品の販売強化。

•既存代理店に加え、有力代理店の

選定等販売強化策を推進中。

•現地法人のセールス・サービス機能

強化（スタッフの増員、タレット旋

盤等 新製品の販売強化）

•既存代理店に加え、有力代理店の選

定等販売強化策を推進中。

韓国

タイ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ・

ｲﾝﾄﾞ

成長地域を狙った経営戦略 　　成長地域を狙った経営戦略
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02年度 03年度 04年度 05年度見込 06年度予想

（億円）

研究開発費と設備投資額

研究開発費

設備投資額

（うち　　　生産能力増強設備）

減価償却費

40

05年設備投資額 約42億円
建屋　　 約28億円
機械設備 約14億円
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連結売上高 156 163 200 250 330

連結営業利益 -3 -2 11 33 52
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最適生産規模

生産能力　　
(最適生産規模)

生産能力　　
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注意事項
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当資料に記載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、
記載された将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証するもの
ではありません。
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